
合成データによる実験 実データによる実験 

実装: 散乱フィルタのキャリブレーション 解法: ２段階の処理による推定 

着想: 半透明物体における表面下散乱の近似 

目的: 半透明物体の照度差ステレオ法の実現 背景: 半透明物体は表面の細かい凹凸を知覚しにくい 

画像のぼけモデルによる表現 
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ぼけ画像復元による半透明物体の照度差ステレオ法 
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～Photometric Stereo for Optically Thick Translucent Objects～ 
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合成した観測画像の例と 
復元に用いた散乱フィルタ 
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計測対象における仮定 

 光学的に濃い半透明物体 

 (光源・観測方向に対して散乱光は不変) 
光学的に濃い物体 光学的に薄い物体 
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角度誤差 
最大: 61.3 
平均: 15.7 
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角度誤差 
最大: 63.7 
平均: 13.3 

角度誤差 
最大: 36.4 
平均: 3.2 

提案手法 領域毎の散乱フィルタと 
合成した観測画像の例 
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